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処
を
選
ぶ

同
反
骨
同
所
要
川
杭

u
二
坪
・
:
六
日
へ
×
二
一
川八、

或
い
は
川
凡

×
一
八
尺

一門
前
、
並
に
踏
込
量
、

栴
は
簡
μ却
な
必
悶
で
よ

〈
限
開
材
料
は
八
寸
、
乃
至
九
寸

吃一
附
込
み
踏
込

ろ
が
w
枯
れ
ば
、
そ
〉
上

に
籾
殻
、
又

は
切
長
吃
撒

布
?
相
側
諸
心
決
心
仲
民
を
さ
え
ぎ

る。

判
床
土
、
松
び

陀
伏
せ
込
み
JH
売
や
床
土
を
二

寸
程
度
に
平
均

「」
入
れ
、
種
諸
の
尻
ハ
υ
方
が
い休

ο

中
央
K
向
く
ヒ
う
に
留

一一ほ
し
、
一
寸
川
陥
r
h

並
ぺ

藷
の
足
え

か
く
れ
す
る
程
噴

に
寵
土
し
、
時
間
炭
、

又
は
切
議
官
守
を
批
似
し
、
ぬ
る
ま
湯
を
平
均
に
グ

ッ
.
フ
リ
瀧
依
す

ち
。

同
芥
出
ぃ
悼
の
管
理
H

附
子
を
ほ
め
、
待
日
検
温

を
な
し
、
初
め

の

一
週
間
程
度
は
ニ
七
度
、
乃
至

一一一

O
出師
、に
保

つ
よ
う
に
管
理
す
る
之
と
ハ
第
四
表

悲
間

)

前
芽
し
た
ら
、
直
ち
吃
切
端
を
取
除
き
、
ポ

ツ

ボ
ツ
日
中
は
障
子
を
取
外
し
、
苗

凡之
允
笑
を
は

か
る
。

芽
出
期
川
川
が
十
立
目
標
準
で
あ
る
か
ら
、
移
他

五
目
前
頃
k

hJ、
冷
え
な
い
夜
は
、
町
子
宝
外

し
て
夜
り
外
気
児
一慣
ら
す
。
移
倒
の
時
期
は
、

芽
が

一
寸、

ル
五

一
寸
-九
分
に
仲
長
し
、
葉
が

展
開
明
し
た
ら
円
十
目
巴
行
う
主
う

疋
す
る
。

仲
び
過
ぎ
て
つ
移
植
は
、
新
旧
帆
を
多
く
し
植
傷
喝
引

を
起
し
、
成
庁
の
遇
涯
を
来
す
。
も
し
移
値
適
期

に
な
っ
て
も
、
外
策
混
M
V

低
く
、
移
胞
が
出
来
泣

い
場
合
1
ズ
ラ
シ
等

hz
か
け
、
十
問
の
仲
び
過
ぎ
を

防
ぐ
こ
と口

伏
込
み

の
時
期
を
悶
喜
う
と
、
切
角
D
子
品
し
の

効
川
市
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
移
他
沖地降
一指
が
な

く
な
り
次
第
.
行
う
よ
う
に
す

る
。
即
ち
、
こ
の

時
矧

(
四
月
二
O
日、

乃
長
二
丘
日
)
よ
り
逆
算

し
て
)
冗
目
前

ハ
同
月
上
旬

吃
伏
込
む
よ
う
に
す

る
こ
と
。

パ
門
移
植
床
、
北
ぴ

に
移
植

ゾ
方
法
H

移
岨
床
は

反
当
二
h
坪、

ル
五
三

O
川げ
を
準
備
し
、
二
尺

間
隔
に
、
な
る
べ
く
深
く
講
を
切
り
、
坪
当
り

堆
肥
二
買
、
硫
安
三

O
匁
、
過
.
七
四

O
匁
、
塩

加

一
O
匁、

ハ
ド
肥
な
ら
ば
呼

一
斗
)
を
滑
に

施
し
、
少
し

の
土
と
切
混
ぜ
て

お
く。

降
一
痛
が
な
く
な
る
と
、
直
ち
に
移
植
を
行
う
の
で

あ
る
が
、
施
肥
生
し
た
講
ド
に

、

一
尺
二
寸
お
き

陀
植
火
を
掘
り
、
可
臨
γ
ζ

痢
h

り
な

つ
か
」芽
出
し
市

を
、
や

や
深
日
じ
植
え
込
み
J

、
軽
〈
夜
主
し
、
摘

付
肥
と
し
て
五
、
乃
至
ベ
倍

に
薄
め
た
ド
肥
、
又

は
硫
安
水
ハ
水
一
斗
に
硫
安
一
五
匁
)
を
施
用
す

旬。
。
移
拙
時
に
川
が
乾
燥
し
て
ゐ
る
時
は
、
あ
ら

か
じ
め
瀧
水
し
て
か
ら
移
航
を
在
す
。

移
船
内仇
情
着
を
良
く
す

る
た
め
に
、
在
る
べ
く

n
川町
犬
川
県
風
の
川山
政
在
日
を
選
ん
で
行
う
こ
と
。

苗
が
ご一
寸
、
乃
王
山
寸
に
仲
.ひ
た
ら
、
一
株

心

仲
間
数
を

一
O
本
、
乃
至
一
五
本
陀
間
引
し
、
苗

が
ひ
ろ
が
さ
主
う
に

し
て
土
入
れ
を
な
し
、
乾

燥
と
、
琵
根
の
仲
長
を
川
叫
が
す
。
在
お
追
肥
は

一
・l
二
回
、
下
肥
、
坪
当
り
川
賞
緯
度
を
施
す

よ
う
に
す
る
。

①
ビ
ニ
ー
ル
育
苗
法

ピ-一

l
ル
の
利
川
に
依
り、

伯仲
間
う
-育
成

と、

前

の
早
収
り
、

門ト
航
た
は
か
る
た
め
に

、
将
え

ら
れ

た
方
法
で
、
服

?
は
今
年

が
ら
、
こ
心

ぶ
法
う
普

及
陀
乗
出
し
℃

お
り
、
姿
胡
挿
r
川
と
叶
行
し
て
心

奨
励
を
も
、

意
図
5
れ
て
居

り
ま
す
。
そ
の
い々
法

ば
(
噌
産
乃
手
引

の
第
二
凶
参
限
J

①
露
地
育
苗
法

普
通
陀
地
床
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
ぷ
法

む
、
市
を
作

る
場
合
は
、
前
記
、
ノ
移
川
床
に
准
C
、
ニ
パ
の
時

た
作
り
坪
嘗
り
収
肥
a

J

賞
、
初
覚
、

正
げ
に
、
納

額
五

O
O
匁
た
打
込
ん
で
お
き
、
そ
心

に
児
、
下

肥
コ
一賞
、
硫
安
二

0
・弘、

過
石
ご
っ
公
、
筑
加

一

O
匁
を
施
し
て
覆
土
を
な
し
、

待
問
を
し
て
お
く

〈伏
込
み
JD
七

l
一
O
目
前
ゾ

四
月
上
旬
吃
な
っ
て
か
ら
、
こ
れ

に
移
藷
を
一

尺
お
き
に
並
ペ
て
、
覆
土
b
k

一
寸
程
度
に
行
い

慎
成
、
械
設
専
を
薄
く
撒
似
し
℃
お
く
。
そ
の

万
法
は
(
地
嵯
手
引
の
第
-一一
図
参
附…
J

④
其
の
他
H

安
川
庁
前
で
も
良
、
t
m
川
が
作
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ぽ
諸

山ノ
市
床
と
し
て
、
併
地
を
休
ま

せ
て
お
く
地
D
な
い
場
合
ぜ

あ
る
。
安
を
問
l
五

尺
お
き
巴
探
き
付
け
、
諸
仲
間
の
前
作
と
し
て
、
花

榔
菜
、
夏
播
甘
鹿
、
高
袋
等
を
牧
獲
し
て
、
前
越

の
通
り
、
待
肥
を
な
し
極
語

り
え
き
さ
に
応
じ
て

間
引
き
を
行
い
、

土
人
れ
を
な
し
、
下
山
、
坪
当

り
二
買
を
泣
肥
し
て
舟
土
を
な
す
。
そ

以
上
に
婆

ワ一
フ
等

E
放
く
と
効
川
択
が
あ
る。

敷
誌
は、

市
ほ
に
が、
け
る
発
根
凶
止
と
陀
川
県
防

止

οた
め
行
う
。
農
林
二
号
や
、

沖
刈

.
0
0

号
等
O
背
伸
び
ゆ
思
い
品
温
は
、
芽
出
法
か
ピ

-一・
l

ル
育
十
川
法
で
庁
首
す

る
こ
と
。

⑫
本
畑
の
整
地
陛
立

①
甘
藷
は
暗
中
じ
戸別府
仇
う
透
品
川
リ
曳
い
の
を
好
む

の
で
、
在
る
ぺ
く
企
而
糾
起
後
、
昨
一
ιて
堂、

し

た
い
も

の
で
す
。

②
峰
巾
は
土
地

円以
保
件
、

裁
品切
J

様
式
等

に
依
り

昇、
る
が
、
普
噛
一栽
崎
D
場
合
、
閉
山
土

?
丸
、
二
川へ

三
寸
l

一
一尺
丘
寸
、

赤
土
で
は
二
尺
l
二
ベ
コ一
寸

位
が
適
世
田
と
忠
わ
れ
ま
す
。

③
安
作
跡
地

で
、

ハ、
不
出
を
し
て
ゐ
る
川
岨

廿
は

ハ
ネ
肥
を
し
な
い

B
心
部
分
を
捌
き
訓
り
、
そ
こ

に
金
肥
を
紬
し
て
ハ
、
不
肥

心
方
を
、
か
ぶ

せ
、
陀

立
て
を
な
す
。

⑤

挿

苗

①
背
採
り
は
朝
探
り
を
や
め
、
同
化
器
分
の
多
い

夕
方
の
採
前
に
改
め
ま
し
k
う
。

持
前
前
日
、
尿
素
の
葉
州
撒
州

〈
水
一

斗
児
以
索

開
O
匁
を
溶
か
し
た
も
の
」
を
実
施
す
れ
ば
、
活

着
が
良
い
と
云
わ
れ
ま
タ
。

②
苗
は
一
尺
内
外
陀
仲
び
て
、
充
決

L
た
、
一
・
に

け
前
を
用
い
ま
し
工
う
。

③
十
川
が
仲
び
過
ぎ
て、

二
た
け
前
と
在
っ
た
場
合

で
も
、
た
る

ぺ
く
冗
市
は
用
u
t

在
い
こ
と
。

三
の
元
市
や
、
抗
川初

仏
F

掻
H

河
川
で
は、

充
分

ω

牧
最
止
問
待
寸
ぶ
こ
と
は
、
で
さ
ま
せ
ん
。

④
抑
ぃ
々
は
山川千
削
ご
し
、
深
川
刊
に
在
ら
な
い
よ

う
に
注
立
す
る
ユ
と
。

匂
一民
治
り
J

仰い
，川
数
を
哨
す
卜刀
法
と
し

τ弘、

市

九
川
山
間
隔
む
、
わ
け
な
い
こ

と。

⑥
杭
什
は
h
月
ト
旬
か
ら
八
月

K
旬
ま
で
(
地

濯
が
出
比

一
八
皮
位
に

な
っ

た
時

)
が
通
則
で

す
か
ら
、
遅
机
虻
在
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ

予井」
。
⑦
押
背
後
心
茶
刊行
政
は
、
収
量
地
加
に
は
え
し

た
効
果
川市な

い
上
う
で
あ
り
ま
す
が
、

同九十
位
防

止
、
地
び
に
、
雑
単
の
縫
半
防
止

に
は
、
続
分

の
効
巣
は
あ
る
上
う
甘
す
。

然
し
、
カ
ル
チ
ペ

l
グ

!
に
依
る
高
力
除
平
等

忙
は
、
邪
魔
に
な
り
ま
す
か
ら
敷
か
在
い
事
。

E
3

レ
ト
川
山
〉

n
dヰ
τ

6
4
M一レ
聞
川
孝

①
堆
肥
は
、
甘
藷
増
庖

に
大
き
な
役
削
り
を
持
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
反
首
一二

O
O賞
以
上
を
必
ら
す

施
す
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
。
な
お
落
葉
等
の
施

用
も
、

赤
土
で
は
J

幼
同
点
が
た
き
い
。

②
令
一
肥
は
、
土
地

に
依
り
過
営

に
配
合
し
た
も
。

ハ
第
五
表
、
第
六
表
参
一間
じ
を
反
首
一

O
l
二
O

貫
.
時
底
深
く
施
則
す
る
こ
と
。

③
市
本
茨
の
効
果
も
非
常
医
大
き
い

か
ら
、
金
肥

の
加
虫
肥
料
じ

か
え
て、

反
当
か
O
l
hハ
O
貰
を

施
せ
ば
経
済
的
な
あ
る
。

④
追
肥
は
押印
川
後
一

カ
司
同
凶
、

反
当
硫
安
二

!
コ一
貫

.
加
盟十二

l
三
貫

ハ
平
木
次
な
ら
ニ
0

1
コ…

0
質
主
施
す
こ
と
“
な
お
八
月
ド
旬

l
ん

月
上
旬
、
反
当
石
次
一

O
l
一
五
川
口
を
施
せ

ば
牧
置
を
増
す
。

市
有味
押
印
川
後
二

O
日

枕

ま

で
は
、
あ
ま
り

ハ
安
点、
肥
料
は
効
か
ぬ
よ
う
に

し
、
袋
一
一
茶
の
円十
効
は
着
諸
銀
生
械
や
d

る
と
制
わ

れ
る
。
一
一
-
要
索
以
配
合
成
分
比
率

1
宅
一
お
一
に

対
し
加

m一
三
り
割
合
と
し
、
肥
TK
地
は
川
虫
を

や
せ
地

は牢一
栄
を
、
こ
れ
工
り
舟
ハ
ペ
増
す
よ

う
則
合
す
る
事
。
戸
部
J
A

表、

第
七
表
参
川
じ

(似

)

管

理

①
除
草
は
円
十
目

に
行
、ヮ
こ
と
o

M
m
付
後
、

二
O
日

頃
ま
で
に
晴
天
左
見
計
い
、

カ
ル

チ
ベ

i
タ

l
ο

田町
土
板
を
利
用
し
、
者
力
で
行
え
ば
能
率
的
一V
あ

る。
②
ザ
見
返
し
は
有
害
仰…
従
と
一六わ
れ
て
い
乙
の

な、

や
ら
た
い
。
農
林

一
ロ
ヴ
や
詑
凶
等
、
訂
正仲
ひ

の
良

い
品
種
で'
、
土
に
艇
を
下
し
易
い
日
間
組
は
、
琵
上

け
程
度
に
す
る
こ
と。

(川
)
牧
獲
貯
蔵

①
貯
賊
す
る
廿
誌
は
、
降
一端
前
、
土

っ
乾
い
て

い

る
日
児
、
傷
の
付
か
た
い
よ
う
K
注
志
し
て
揃
成

り
日
光

け
直
射
を
、
う
け
た
い
よ
う
に
一

時
、
誌

等
で
覆
つ
4
L

お
く

こ
と
。

②
附品川
斑
病
a

町
一…
必
病
、
紫
紋
初
病
等
に

お
か
さ
れ

て
い
る
も
の
、
及
び
似

ω
わ
る
も
の
は
、
貯
州
諸

主
し
左
い
こ
と
。

〈
一長
阿

へ
つ
イ
く
J
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③
貯
ぃ
山
川
中
、
民
…
斑
病
の
琵
延
を
防
ぐ
た
め
に
、
貯

叩
州
諸
一

(
U
穴
に
釘

L
、
セ
レ
サ
シ
一

O
必

l
二
O

匁
の
制
令
で
撒
布
貯
印
す
れ
ば
、
非
常
K
効
果
が

大
台
い
し

⑨
極
諸
に
す
る
も

D
は
、
無
病
、
無
傷
の
も
の
を

痩
び
必
令
尻
尼
子
付
げ
て
お
く
之
と
。

明一貯山山引い
…K
は
必
ら
示
、
ん
一
訊
抜
去
を
立

て
L
お
く

こ
と

⑪
貯
州
後
は
、
時
々
常
.
…
内
の
検
出
を
な
し
、
机
川
氏

一
一
一
度

l
一
五
度
に
保
つ
よ
う
札
、
都
世
土
、
蜜
山
地

等
で
初
出
す
る
之
と
。

If九)

病
害
虫

①
中
白
下
羽
:
・
年
ニ
川
・
l
川
問
の
殻
宅
を
す

る
一

越
各
は、

幼
虫
態
で
土
中
で
在
す
の
で
、
前
年

誕
生
し
た
畑
で
は
大
休
次
年
も
殺
生
す
る
。

九
河

l
十
月
の
被
害
が
、
長
も
大
き
く
し
て
、

時
と
し

τ
は
、
十
日
叩
心
み
境
h

り
、
た
減
収
そ
来
す

事
が
あ
る
の
で
、
食
生
の
初
期
主
り
、
発
・
ド
ヒ
の

山
川
川
山
げ
九
日
ほ
り
口
、

D
、

T

乳
剤
刈

O
O山川

波
、
或
い
は

B
、
H
、
C
、一一
一%
粉
剤
、
又

1

枇
般
鉛
戸
水
一
汗
に
針
し
一
五
!
一
a
O匁
)

等
J

撒
仰
を
一

l
一一一
川
実
施
す
る
Q

@
藷
小
峨
:
・
年
数
同
〉
発
生
を
な
す
が
、
共
D

被
害

は
、
中
白
下
羽
詰
に
泣
い

。
防
除
の
方
法

も
h
T
内
下
初

に
準
じ
て
な
す
、
諸
小
峨
の
幼
虫

ば
築
を
絞
り
品
川
竹
、
内
側
よ
わ
誕
肉
を
喰
容
す

る。③
黒
斑
病
・:
長
土
腕
く
知
ら
れ
て
い
る
病
害
で

年
背
中
k
h
v
貯
山
中
に
五
る
湖
、
発
生
、
被
害

を
俊
一
以

L
、
時
と

L
て
貯
州
諸
企
部
監
腐
ら
ゼ

ス
・
恐
ろ
し
い
も
ひ
で
あ
る
0

・本
病
的
は
、
樹
諾

枯
び

花
川
健
!
諸
、
被
害
誌
等
で
残
り
、
翌
年
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栽
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の
遊
休
」
訴
と
在
る

の
で
、
牧
肌
悦
貯
仰
げ
札
注
意
す

る
、と
北ハ
K
、
種
子
藷
)
川
倒
防
的
市
付
必
J
V

実
施

す
る
こ
と
。

④
紫
紋
羽
病
・
:
俗
円
い
ア
ミ
カ
プ
リ
と
一式

わ
れ
る
も

の
で
、
本
病
的
は
土
底
体
染
を
左
し
、
土
ド
に
一一一

l
川
宇
、
及
じ
!
ぺ
平
生
存
す
る
強
い
的
で
あ
る

土
底
油
毒
吃
k
h
v
被
脊
そ
無
く
す
る
中
は
出
来
る

が
、
経
消
内
で
在
い
の
で
、
後
生
川

に
は
七
i
八

年
間
、
什
祐
被
び
に
問
符
虻
お

h
さ
れ
る

戸
他
の

作
物
ψ
栽
崎
し
な
い
こ
と
。
石
山
伏
山
南
J

一
ボ
ハ
ー
…
倣
命
も

幾
分
効
川
水
が
あ
る
。
ま
た
ド
凶
は
“
吃
心
一ほ
射
K

対
し
て
可
比
較
的
弱
い

O
JV
耕
↑
和
信
良
く

L
、
土

壌
左
目
先
に
附
す
上
う
K
す
χ
。

川
U
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梢
付
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時
期
な
円
十
め

ま

L
K
う

3
つ
ま
い
も
っ
納
付
け

ろ
適
問
状
・保
安
}
熟
れ

る
十
日
位
前
で
あ
り
ま

す今
ま
で

ヒ
り
も
早
く
柿

付
る
主

う

に

致

ま

じ

k
う

(
L
ル
月
中
旬
か
ら

六
月
中
旬
ま
で
)

二、

円十く
植
え

る
と
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三

ん
な
吃
増
収
し
ま
す
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